
　日本における栄養士教育は 2003（平成 15）年度よ
り大きく改革され、管理栄養士の業務内容も明文化
された。管理栄養士養成施設におけるカリキュラム
等も大きく見直され、将来の管理栄養士の臨床現場
等における業務内容も大きく変わるものと期待され
た。しかし、大学教育としては改善されたかのよう
にも見えるが、卒業後、即戦力として臨床現場等で
活動できるまでには至っていないように見受けられ
る。さらなる改善を目指すには臨地実習の時間数や
実習内容、カリキュラム等にいかなる問題があるの

か、大学の教員自身が、その改革の内容・意味をし
っかり知る必要があると筆者は感じている。
　今回、南九州大学健康栄養学部管理栄養学科で基
礎栄養学を中心に教授している筆者は、大学の FD
活動の一環でもあるサバティカル休暇を利用し、管
理栄養士の先進国であるアメリカで、管理栄養士

（registered dietitian；RD、アメリカの場合管理栄
養師と言うべきであるが）養成教育を体験するた
め、昨年 5 月から 1 年間の予定でオハイオ州立大学

（The Ohio State University；OSU）に留学してい
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る。今回の滞在はアメリカにおける RD の業務の内
容を知り、それを行うためにどのような教育が大学
において行われているのか、また、大学と実習先の
RD とがどのような連携を図っているのかを実際に
体験し、日本の大学における教育内容にどのような
改革が必要であるかを学ぶことを目的としている。
筆者は、管理栄養士免許は所持しているが、基礎栄
養学を専門としており、管理栄養士として、病院等
での臨床指導やフードサービスの経験はない。しか
し、基礎栄養学を教授しながら、学生の化学、生物
学、生理学、生化学等の知識の低下を目の当たりに
し、特に臨床栄養学、応用栄養学等へと続く管理栄
養学士必須科目との関連性を理解する能力が低下し
ていることも感じている。アメリカにおいて、どの
ように基礎から応用へと、教育が連携してなされて
いるのかについて、興味を持っていた。
　アメリカの RD 養成教育と資格認定試験には国が
関与しておらず、アメリカ栄養士会（American 
Dietetic Association；ADA）の関連機関である 2
つの組織が関わっている。RD 養成大学の教育内容

に つ い て は Commission on Accreditation of Di-
etetic Education（CADE）が、資格認定試験と卒
後 教 育 等 に つ い て は Commission on Dietetics 
Registration（CDR）が行っている。
　CADE は大学教員等の教育専門者により組織さ
れており、大学での RD 養成の教育全般についての
方針を立て、プログラムの認可、運営管理の指導を
行っている。RD 養成プログラムには、学部教育を
対象としたCoordinated Programs in Dietetics（CP）
と Didactic Program in Dietetics（DPD）の 2 つが
存在する（図 1）。CP は、日本の管理栄養士養成大
学と同様に 4 年間で RD 教育を行う養成プログラム
で、その中に学外実習（Supervised Practice；SP）
900 時間が組み込まれており、全米では 52 の大学

（表 1）でこの養成プログラムが認可されている。
一方、DPD は CADE により認可された 4 年制大学
を卒業後、RD に必要な業務に関する講義の受講
と、現場での学外実習を行う訓練型のプログラムで
ある。現在、DPD が認可されている大学は全米で
224 校である。両プログラムとも修了後に CDR に
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図 1　管理栄養士教育の概要

　＊1 修士課程 CP への入学時には、一般教養として学部課程 CP と同程度の能力と指定科
目履修が前提となる。

　＊2 2009 年度から、それまでの 900 時間を、1,200 時間に増加
　資料）Commission on Accreditation of Dietetic Education（CADE）資料

＜学外実習組み込み型栄養士養成教育（Coordinated Program）＞

＜訓練型栄養士養成教育（Didactic Program in Dietetics＋Internship Program）＞

Didactic Program in Dietetics（DPD）4 年制大学
　◦一般教養（英語、化学、生化学、食品化学、栄養化学等）
　◦専門教育（学外実習に必要な技術、知識の習得）

Dietetic Internship Program　（DPD 認定大学卒業後実施）
　◦ RD として必要な専門教育
　◦学外実習（1,200 時間）＊2

Option　2

Option　1

Coordinated Program in Dietetics（CP）4 年制大学（BS）
　◦一般教養（英語、化学、生化学、食品化学、栄養化学等）
　◦専門教育（学外実習に必要な技術、知識の習得）
　◦ RD として必要な専門教育、学外実習（1,200 時間）＊2

Coordinated Program in Dietetics（CP）修士課程 3年間（MS）＊1

　◦専門教育（学外実習に必要な技術、知識の習得）
　◦ RD として必要な専門教育、学外実習（1,200 時間）＊2

　◦研究・修士論文作成
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よる資格認定試験を受けることができる。CP が認
可されている大学の中に、特に修士課程での RD 養
成プログラムが認められている大学院がある。この
RD 養成プログラムでは、大学卒業後、修士課程
CP が認可された大学院に入学し、3 年間の決めら
れたプログラムをこなし、修士論文を提出し、修了
後に資格認定試験を受けることができる。しかし、
修士課程 CP が認可されている大学はオハイオ、カ
リフォルニア、コロラド州立大学、イリノイ大学シ
カゴ校など、18 校と極めて少ない（表 1）。CP が
認可されている大学は、認可後、5 年に 1 度詳細な

報告書を CADE に提出する義務があり、10 年に 1
度、 認 可 後 の Site Visit と 言 わ れ る 再 審 査

（accreditation）を受けることになり、教育内容等
に問題がある場合には認可が取り消されることもあ
る。
　今回留学をした OSU は、アメリカでも極めて大
規模な州立大学で、総学生数は 6 万人を超える。
OSU において RD 養成プログラムを行う Medical 
Dietetics（臨床栄養学科）は、アメリカで初めて、
1961 年に CP の認可を受けた学科であり、修士課
程 CP の認可も受けている。1998 年に再認可を受

　2008 年 11 月 11 日現在
　＊学部課程＋修士課程、†修士課程のみ、§学部課題＋修士課程＋PhD
　資料）Commission on Accreditation of Dietetic Education（CADE）資料

大学名 認可
学生数 州

29．North Dakota State University 15 人 ノースダコタ
30．University of North Dakota 12 人 ノースダコタ
31．The University of Akron 12 人 オハイオ
32．University of Cincinnati 10 人 オハイオ
33．The Ohio State University 30 人＊ オハイオ
34．Youngstown State University 14 人 オハイオ
35．University of Oklahoma
　Health Science Center

16 人 オクラホマ

36．Seton Hill University 10 人 ペンシルベニア
37．La Salle University  0 人 ペンシルベニア
38．University of Pittsburgh 25 人† ペンシルベニア
39．Marywood University 10 人 ペンシルベニア
40．Universidad Del Turabo 20 人 プエルトリコ

（海外領土）
41．The University of Texas at
　Austin

20 人 テキサス

42．University of Texas
　Southwestern Medical Center at
　Dallas

16 人 テキサス

43．The University of Texas-Pan
　American

17 人 テキサス

44．Texas Christian University 16 人 テキサス
45．Utah State University 14 人 ユタ
46．University of Utah 10 人† ユタ
47．University of Vermont  6 人† バーモント
48．Washington State University  0 人 ワシントン
49．University of Washington 12 人＊ ワシントン
50．Washington State
　University-Spokane

20 人 ワシントン

51．Viterbo University 16 人 ウィスコンシン
52．Mount Mary College 18 人 ウィスコンシン

合　計 880 人

大学名 認可
学生数 州

 1．The University of Alabama 27 人 アラバマ
 2．Loma Linda University 51 人＊ カリフォルニア
 3．California State University,
　Los Angeles

25 人＊ カリフォルニア

 4．Colorado State University  6 人† コロラド
 5．The University of Connecticut 18 人 コネチカット
 6．Saint Joseph College 12 人 コネチカット
 7．Howard University 15 人 コロンビア
 8．Florida International University 20 人 フロリダ
 9．Georgia State University 20 人† ジョージア
10．University of Idaho 14 人 アイダホ
11．University of Illinois at Chicago 18 人§ イリノイ
12．Dominican University 12 人† イリノイ
13．Indiana State University 12 人＊ インディアナ
14．Purdue University 20 人 インディアナ
15．Kansas State University 30 人 カンサス
16．University of Kentucky 12 人 ケンタッキー
17．The Johns Hopkins University/
　Bayview Medical Center

 8 人† メリーランド

18．Boston University/Sargent
　College

 4 人† マサチューセッツ

19．Framingham State College 22 人 マサチューセッツ
20．Wayne State University 20 人 ミシガン
21．Eastern Michigan University 38 人＊ ミシガン
22．University of Minnesota  8 人† ミネソタ
23．Delta State University 15 人 ミシシッピー
24．University of Missouri-Columbia 15 人 ミズーリ
25．University of Medicine and
　Dentistry of New Jersey

35 人 ニュージャージー

26．University at Buffalo The State
　of New York

16 人 ニューヨーク

27．Dʼ Youville College 24 人† ニューヨーク
28．University of North Carolina
　at Chapel Hill

24 人† ノースカロライナ

表 1　Coordinated Program in Dietetics（CP）認可の大学
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けた本学科は、2008 年 11 月に CADE による再審
査が行われ、教員、カリキュラム、学外実習の実習
先の RD に至るまで、認可時と同様の調査書を提出
した。書類審査後、現地調査として CADE より 3
人の専門委員が来学し、3 日間にわたって学生や教
員に対するインタビュー、質疑応答が行われた。学
外実習の施設数、カリキュラム、教員の資格等も問
題なくクリアし、再認可を受けるに至った。
　本学科の CP の学生定員は学部課程 25 人、修士
課程 5 人前後と少人数教育である。この学科は医師
養成教育を行う Clinical Departments（医学部）と
ともに医学系（College of Medicine）に属し、学部
名は School of Allied Medical Professions（医療技
術学部）である。この学部には臨床栄養学科をはじ
め、作業療法士や理学療法士等、医療に従事するラ
イセンスを取得するための学科が 10 学科存在する。
医学部には病床数 2,000 床以上の総合病院と、外来
専門のクリニックが併設されている。学部学生は、
1、2 年次はほとんど基礎科目である経済学、化学、
生物、生化学、解剖学、病理学、基礎科学実験、食
品化学、栄養化学等を履修し、臨床栄養学科教員の
授業科目はない。100％ ライフサイエンスの基礎を
学ぶのである。興味深いのは、3 年次で本学科に進
級するためには RD 養成教育に必要な科目を全て履
修し、それらの科目が 4 ポイント満点で 3.7 ポイン
ト以上（アメリカの成績は A～E の 5 段階、E はポ
イント 0）の成績でないと進級が許可されないこと
である。日本のように入学時に学科が決まっている
わけではなく、本学科への進級は 3 年次に決まる。
毎年平均 25 人前後の学生がこの学科に進級して来
るが、基礎学力の高い学生が来るということにな
る。3 年生を Junior と呼び、4 年生を Senior と呼
ぶ。3 年生以上に対しては RD の資格を持つ教員が
全ての講義を行い、3 年次前半では栄養素の代謝を
中心とした人間栄養学、ライフステージ別の栄養
学、サプリメントの作用、栄養アセスメントの講
義・実習等、RD として必要な基礎科目が組まれ
る。後半からは学外実習に向けてのケーススタディ
等の講義が行われる。1、2 年次で生物、化学の基
礎ができているため、Junior からの講義内容は最
先端の内容が組み込まれた栄養学であり、各科目に

おいて教員により選ばれた論文を読み、要約すると
いう宿題が毎週出ている。学生の講義に対する予習
復習は、授業時における質問に対する答えからもし
っかりなされていることがよくわかる。OSU には
修士、博士課程もあり、CP で 4 年間学び、修士、
博士課程への進学も可能である。また、修士課程
CP は本学部あるいは本学以外の 4 年制大学を卒業
後、必要基礎科目を履修した学生のみ入学が希望で
きる。この定員は 5 人程度と少ないため、非常に学
力の高い学生が入学する。1、2 年次は本学科の講
義と学外実習が同時進行することになり、3 年次に
は講義と修士論文のために研究を行う。
　もう 1 つの RD 養成プログラムである DPD は
OSU の人間栄養学部（School of Human Nutrition）
が CADE により認可を受けている。RD ライセン
ス取得を目指す学生は、この学部卒業後に 900 時間
の学外実習を行うのであるが、CP と異なって 900
時間の実習先を学生自身が探さなければならず、
900 時間をこなすためには 1 年では難しいこともあ
る。それに比較し、CP は 900 時間の学外実習がカ
リキュラムに全て組み込まれているため、4 年間で
確実に修了できる。
　最近の大きな変化として、2008 年度までは 900
時間であった学外実習が、2009 年度からは CADE
の決定により 1,200 時間に増加されることがある。
1,200 時間の配分を学科で検討したところ、臨床栄
養学科という学科名からも臨床栄養の専門職を育成
することが重要な目的であるため、200 時間のフー
ドサービス・マネージメントの学外実習の時間数は
変更せず、残りの900 時間を全て Nutrition Therapy

（660時間）とPublic Health/Community（240時間）
の臨床栄養関係の学外実習に当てるよう、期間延長
を計画している。300 時間の学外実習の時間延長に
よるカリキュラムの変更はなく、学生の休みの期間
が短縮されていくことになる（日本の場合、臨地実
習の期間は 4 週間）。3 年次前期は疾病についての
ケーススタディ、フードサービス、栄養アセスメン
ト、臨床栄養学とその学内実習が中心に行われる。
ケーススタディ等は、学外よりあらゆる疾病につい
てそれぞれに経験を積んだ、専門資格を持つ RD を
非常勤講師として招き、現在、病院等で行われてい
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る最新の対応が教育される。学外実習が始まると学
生は週に 4 日間実習先の施設に出向き、毎週木曜日
には大学の学外実習担当教員が施設を巡回し、昼食
時に学生の症例報告会を行う。そして、金曜日は大
学での講義を受ける。学外実習の時間数からも日本
の臨地実習の時間とは比較にならず、アメリカでは
いかに実践教育を重要視しているかがよくわかる。
　OSU の臨床栄養学科では、学外実習の受入れ施
設として 82 施設が CADE から認可されている。急
性期施設、慢性期施設、クリニック、老人ホーム、
または国や州が行っている健康増進の施設、学校等
が含まれる。臨床栄養の学外実習は、施設の大きさ
と RD の人数により異なるが、OSU 付属病院では
1 度に 5、6 人の学生が受け入れられ、1 人の学生が
1 人の現場の教育担当 RD（preceptor）とともに実
務を行う。学生は週単位で病棟を変わっていき、多
くの preceptor と接していくことになる。筆者も学
生とともに 2 週間の臨床栄養の学外実習を OSU 付
属病院の集中治療室で体験した。初めの 1 日は
preceptor と常に行動をともにしたが、2 日目から
は学生に全ての業務が任された。メディカルレコー
ドをチェックし、それを基に必要エネルギー量やタ
ンパク量、食事の種類を選択して、メディカルレコ
ードに記入し、アップデートするという実務経験を
していくことになる。初日は現場の RD に下書きを
チェックしてもらってはいるが、学生も徐々に的を
射た指摘をするようになった。フードサービスの学
外実習は、事務室でのメニュー作成や予算等の管理
を行う。また、病棟からのメニューの変更や栄養剤
の追加、セレクトメニューへの対応、食材管理や経
営に携わる仕事を体験する。キッチン内の仕事は調
理師がメインで行っており、フードサービスの学外
実習でもキッチン内では見学するのみである。大学
における教育は全て、卒業後の各種職場における
RD の実践活動をシミュレーションしたものであ
り、日本のように国家試験のガイドラインに沿った

座学中心の教育ではない。Senior の学生が RD の
資格認定試験のために生化学や食品化学の勉強をし
ているところを見ることは全くなかった。それは
CDR が行う RD の資格認定試験の内容が学外実習
を実践して学ぶ内容になっており、実務能力を基準
としていることもあるのであろう。卒業後の実践を
重要視しているアメリカでは、生化学や食品化学は
理解していて当然であり、学外実習で学んだことこ
そ重要であるという考えである。ここが、日本の座
学中心の教育と大きく違うところであり、養成教育
とともに国家試験の内容についても疑問を持たざる
を得なかった。その疑問は、同じ 4 年間の教育時間
で、卒業後の管理栄養士としての能力が大きく異な
ることにもつながり、ひいては現場での管理栄養士
のあり方へもつながる。
　アメリカの臨床現場では、RD、医師、看護師、
薬剤師、あるいはソーシャルワーカーや作業療法士
など、それぞれの専門職が協力をして医療にあたっ
ており、それぞれの専門職が権限と義務を持ち、そ
れぞれ責任を持って仕事を果たしていることが理解
できた。看護師は栄養について決定する権限はな
く、RD がアドバイスすることが当然のことになっ
ている。学生の段階で RD の実務を多く経験できる
ことは、将来の就職先の選択や即戦力としての能力
もつくことから、非常に重要である。
　アメリカと日本の食習慣、生活習慣の違いは大き
く、アメリカの RD の教育制度をそのまま日本に引
き写すことはできないのは当然である。しかし、将
来に向け、わが国の管理栄養士の職務内容を充実さ
せるためにも、大学における管理栄養士教育の改善
が必要であり、それを行う上でアメリカの教育制度
から学ぶべきことは非常に多い。今後、機会あるご
とにアメリカにおける教育制度、臨床栄養士の業務
と社会的地位、学生の立場から見た教育の評価など
を紹介していきたい。
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Abstract：The author studied the registered dietitian（RD）education system in the USA at 
The Ohio State University. Here, I report how the education system in the USA differs from 
that in Japan. The primary difference in the systems is the practical training. In the USA, the 
internship is regarded as very important as evidenced by the recent change in required time 
for the internship from 900 hours to 1 ,200 hours（beginning in 2009）. Therefore upon the 
completion of the internship（within a coordinated program or post graduation from a didactic 
program）the dietitian is competent to work at a high level of practice. The other difference 
is that the Commission on Accreditation of Dietetic Education（CADE）determines and ap-
proves the RD education standards and the Commission on Dietetics Registration（CDR）
develops the registration exam and continuing education requirements for the RD.CADE and 
CDR are agencies for the American Dietetic Association, not a government agency. The high 
level of learn-by-doing teaching system guarantees the high practice level of the RD and 
equality with other healthcare providers in the USA.

Key words：the registered dietitian（RD）, education system, internship
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